
公立大学法人静岡文化芸術大学の令和６年度評価指標の達成状況報告

区 分 主な取組内容

教

育

【定量】12 指標
・入試広報の一環として、入試説明会、大学見学、出張授業、ゼミ体験会、高等学校訪問など幅広い活動を実施し、より多くの志願者獲得を目指す取組
が見られた。【№3】
※R5 入試倍率：5.0 倍、R6 入試倍率：5.3 倍

・LMS の活用方法等に関する FD 研修会を実施し、教育の質向上を図る取組が見られた。【№24】

【定性】７指標

複雑化する社会において、より柔軟に、より多角的に対応できる人材の育成を目指す新カリキュラムについて検討・策定を行い、令和７年度からの
運用開始に向け、学内一丸となって準備する取組が見られた。【№12-1～3】

・全学科目については、多様な言語学習のニーズに対応するため必修外国語を２言語から８言語に拡充し、キャリア教育の充実のため「情報・デー
タサイエンス」「キャリアデザイン」の科目群を新設した。また、視野を広げる学際的な学びを可能にするため、他学部・他学科の科目を自学部・
自学科の科目として履修できる「学部間共通科目」を拡充した。

・文化政策学部では、新たに他学科が提供する科目群を学ぶことができるオプショナル・スタディーズを新設し、令和７年度以降のガイダンス、履
修指導、開講に関する準備を行った。

・デザイン学部では、横断的な学びを可能とするため、これまでの領域制を廃止し、３つの系(匠・プロダクト、メディア、建築・環境)をベースとし
たカリキュラムとした。また、新設科目「専門横断演習」のワーキンググループを立ち上げ、検討を重ねた。

グ
ロ
ー
バ
ル

【定量】５指標
・留学生ＳＡやピアサポート、受け入れ留学生ガイダンスなどを実施し、外国人留学生へ支援を行う取組が見られた。【№35】
※ピアサポート：学生生活上で支援や援助を必要としている学生に対し、学生同士で相談や手助けができるように大学が支援すること

・物価高騰、円安の影響で経済的に難しい学生が増えているなか、留学支援制度などの積極的な周知や、留学支援制度申請時の面接対策の実施等により、

海外留学を促進する取組が見られた。【№66】

・海外の教育研究機関等との共同事業を実施し、国際交流を推進する取組が見られた【№67】

【定性】１指標

・令和６年４月に開設した「国際交流センター」を中心に、多文化共生に関する取組を実施した。国際交流センターを中心としたグローバル教育を全学

的に推進するために、他のセンターと連携する取組が見られた。【№63】

（例）前期にガムランコンサート、後期に講演会（モードのジャポニスム）を開催したほか、学内に関連資料の展示を行った。

研

究

【定量】６指標

・科研費情報や研究助成財団等の公募情報を収集し、教員にメールにて情報提供、学内 Web サイトへの掲載を行った。科学研究費補助金の申請者に対し

ては、研究計画調書作成に関する個別面談の実施、研究計画調書の作成ポイント等の解説を視聴できる動画の配信、採択された研究計画調書閲覧等、

科学研究費補助金獲得に向けた支援を行った結果、獲得件数及び獲得金額ともに、目標値を上回る成果が見られた。【№48】

※目標値（R3ーR5 平均値：36,632 千円）、R6 実績 41,162 千円

・教員特別研究報告書に対して、審査委員がフィードバックすることで研究の質を向上させる取組が見られた。【№49】

地

域

貢

献

【定量】９指標
・公開講座やイベント・シンポジウム等の様々な催しを実施し、参加者は目標値の 3,559 人を超えた。開かれた大学として、教育研究成果を地域へ還元

する取組が見られた。【№54】

・地域課題解決に取り組む教育を通じて学生の地域志向を高める科目である「地域連携演習」のプログラム充実化をはかるとともに、取組者数（学生）
を増加などの成果が見られた。【№55】

※目標値（第 2期平均：195 人）、R6 実績 316 人

達成
未達成 「－」

自己報告 事務局案 自己報告 事務局案

４ ５ ５ ３ ３

達成
未達成 「－」

自己報告 事務局案 自己報告 事務局案

３ ２ ０ ０ ２

達成
未達成 「－」

自己報告 事務局案 自己報告 事務局案

３ ３ ３ ０ ０

達成
未達成 「－」

自己報告 事務局案 自己報告 事務局案

６ ３ ３ ０ ０

資料６



区 分 主な取組内容
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【定量】19 指標 ・役員会・経営審議会において、学外委員からの意見も取り入れながら、法人運営改善に向けた取組が見られた。【№68】

・SNS を利用した広報活動を積極的に実施する取組が見られた。【№85】

※公式 SNS（X）のポスト投稿件数(目標値：300 件以上／毎年）、R6 実績 311 件（参考：R5 は 213 件）

・「フェアトレード大学」として国内初の２度目の認定更新を受けた。認定委員からは、多くの学生がフェアトレードに関心を寄せ、様々なプロジェク
トが学生主導で能動的に続けられていることなど、学内一丸となった取組に対して、高い評価を得るなどの成果が見られた。【№92】

【定性】３指標

・大学経営の安定化に向け、法人の厳しい財政状況をふまえ、重点事項や削減目標を定めた「予算編成基本方針」を策定し、予算編成を行う取組が見ら

れた。【№80-2】

・一般競争入札の積極的実施や、節電行動計画の推進など、経費削減を図る取組が見られた。【№80-2】

計

【定量】51 指標

【定性】11 指標

中期目標・中期計画の達成に向けて進捗状況を確認した
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